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『
丹
波
志
』と
は 

概
要 

 

寛
政
六
年
（
１
７
９
４
）
に
成
立
し
た
、
丹
波
地
域
の
地
誌
で
す
。 

著
者 福

知
山
藩
士
の
古
川
茂
正
と
篠
山
藩
士
の
永
戸
貞
著

さ
だ
あ
き

が
、
古
い
本
や
伝
聞
を
集
め
て
、

丹
波
六
郡
の
風
土
記
を
編
纂
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
古
川
が
天
田
郡
と
氷
上
郡
、
永
戸
が

多
紀
郡
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
茂
正
の
子
の
正
路

ま
さ
み
ち

が
二
人

の
遺
し
た
原
稿
を
校
正
し
て
『
丹
波
志
』
と
名
付
け
ま
し
た
。 

構
成 国

郡
、
郡
郷
、
神
社
、
古
城
、
姓
氏
、
旧
栖
（
旧
所
）、
孝
子
、
勝
地
（
景
勝
地
）、
産

物
、
寺
院
、
古
墟
陵
墓
な
ど
と
分
類
さ
れ
、
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。 

写
本
の
種
類 

 

「
写
本
」
と
い
う
の
は
、
本
を
一
字
一
句
、
筆
で
書
き
写
し
た
本
の
こ
と
で
す
。
現
在

『
丹
波
志
』
の
写
本
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
次
の
四
つ
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

・
京
都
大
学
図
書
館
蔵
本 

・
内
閣
文
庫
本 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
東
大
史
料
編
纂
所
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
丹
波
市
教
育
委
員
会
所
蔵
本 

内
閣
文
庫
本
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
京
都
大

学
図
書
館
蔵
本
は
名
著
出
版
に
よ
り
復
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
丹
波
市
教
育
委
員
会
所
蔵
本

（
以
下
「
丹
波
市
教
委
本
」）
も
氷
上
文
化
協
会
に
よ
っ
て
活
字
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
誤

っ
て
い
る
箇
所
や
編
集
者
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
後
述
し
ま

す
。 

                

東大史料編纂所本 丹波市教育委員会所蔵本 

【
参
考
資
料
】 

令
和
三
年
七
月
二
十
三
日
に
氷
上
郷
土
史
研
究
会
に
於
い
て
配
布
し
た
資
料
を
基
に
製
作 
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『
丹
波
志
』丹
波
市
教
委
本
を
読
も
う 

 

そ
こ
で
、
丹
波
市
教
委
本
の
原
本
写
真
（
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）
を
見
な
が
ら
、
地
元
の

皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
読
み
、
現
代
で
も
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現
す
る
と
と
も
に
、
現

地
な
ら
で
は
の
情
報
も
加
え
て
、
よ
り
深
く
、
よ
り
楽
し
い
、
そ
し
て
よ
り
使
い
や
す
い

『
丹
波
志
』
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

ま
ず
は
、「
神
社
」
の
部
か
ら
読
ん
で
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。 

例
と
し
て
、
氷
上
町
稲
継
の
神
社
を
挙
げ
て
み
ま
す
。 

     

右
が
、
原
本
の
写
真
で
す
。 

こ
れ
を
、
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
原
文
筆
写
」
で
す
。 

 

一 

普
花
大
明
神 

産
神 

祭
礼
九
月
九
日 

稲
継
村 

 
 

 
 

釣
鐘
鳥
居
有
境
内
七
畝
十
四
歩
社
僧
正
覚
山
林
昌
寺 新

郷
高
山
寺
末
也 

読
め
る
こ
と
は
読
め
ま
す
が
、
二
行
目
は
少
々
読
み
づ
ら
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
こ
で
、
読
点
を
加
え
、
旧
字
体
を
現
行
の
字
体
に
変
更
し
て
読
み
や
す
く
し
ま
す
。 

「
解
読
筆
写
」
で
す
。 

   

随
分
と
読
み
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
漢
字
か
な
混
じ
り
文
に
し
ま
す
。「
書
き
下
し
」
と
言
い
ま
す
。
ふ
り
が
な
も

付
け
る
と
、
分
か
り
や
す
い
で
す
。 

 

一
ひ
と
つ

、
普ふ

花け

大
明
神

だ
い
み
ょ
う
じ
ん 

産
神

う
ぶ
が
み 

祭
礼

さ
い
れ
い

九
月

く

が

つ

九
日

こ
こ
の
か 

稲
継
村

い
な
つ
ぎ
む
ら 

 
 

 

釣
鐘

つ
り
が
ね

・
鳥
居

と

り

い

有あ

り
。
境
内

け
い
だ
い

七し
ち

畝せ

十
四
歩

じ
ゅ
う
し
ぶ

。 

社し
ゃ

僧そ
う

正
覚
山

し
ょ
う
が
く
さ
ん

林
昌
寺

り
ん
し
ょ
う
じ

、
新
郷

し
ん
ご
う

高
山
寺

こ
う
ざ
ん
じ

末ま
つ

也な
り

。 

  

最
後
に
、
適
宜
、
語
句
も
補
い
、
現
代
文
に
し
ま
す
。
「
現
代
語
訳
」
で
す
。 

 
一
、
普
花
大
明
神 

産
神 

祭
礼
九
月
九
日 

稲
継
村
。 

 

釣
鐘
・
鳥
居
が
あ
る
。
境
内
は
七
畝
十
四
歩
で
あ
る
。
社
僧
は
正
覚
山
林
昌
寺
（
か
ら 

来
て
い
る
）。（
同
寺
は
）
新
郷
高
山
寺
の
末
寺
で
あ
る
。 

一
、
普
花
大
明
神 

産
神 

祭
礼
九
月
九
日 

稲
継
村 

 
 

 

釣
鐘
・
鳥
居
有
、
境
内
七
畝
十
四
歩
、
社
僧
正
覚
山
林
昌
寺
、
新
郷
高
山
寺
末
也
、 
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以
上
の
よ
う
な
作
業
を
経
て
、
稲
継
村
に
は
普
花
大
明
神
と
い
う
神
社
が
あ
り
、
地
域

の
産
土

う
ぶ
す
な

神が
み

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
祭
礼
は
九
月
九
日
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

境
内
に
は
釣
鐘
が
あ
り
、
鳥
居
も
あ
る
こ
と
、
境
内
の
広
さ
は
七
畝
十
四
歩
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、「
社
僧
」
が
い
て
、
正
覚
山
林
昌
寺
と
い
う
お
寺
か
ら
来
ら
れ
て
普
花
大
明
神
の
祭

礼
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
林
昌
寺
は
、
新
郷
に
あ
る
高
山
寺
の
末
寺
で
あ
る
こ
と
が
、

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
一
畝
＝
三
十
坪
、
一
歩
＝
一
坪
で
す
の
で
、
境
内
の
広
さ
は
二
百
二
十
四
坪
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
寺
の
僧
侶
が
来
ら
れ
て
神
社
の
事
に
携

た
ず
さ

わ
る
と
い
う
の
は
、

現
代
で
は
少
し
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
は
神
仏
習
合
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
稲
継
村
の
神
社
の
記
述
は
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
続
き
を
見
て
み

る
と
、
さ
ら
に
二
つ
の
神
社
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

      

二
社
に
つ
い
て
、「
書
き
下
し
」
と
「
現
代
語
訳
」
を
示
し
ま
す
。 

書
き
下
し 

一
ひ
と
つ

、
荒
神

こ
う
じ
ん 

雑
木
森

ぞ
う
き
も
り

壱
畝

い

っ

せ

十
五
歩

じ
ゅ
う
ご
ぶ

。 

一
ひ
と
つ

、
山
王
社

さ
ん
の
う
し
ゃ 

境
内

け
い
だ
い 

十
弐
歩

じ
ゅ
う
に
ぶ 

 

右
四
ヶ
所

み
ぎ
よ
ん
か
し
ょ

除
地

じ

ょ

ち

。 

 
 

一
ひ
と
つ

、
雑ぞ

う

木
林

き
ば
や
し

壱
町

い
っ
ち
ょ
う

四
方

し

ほ

う

。
山
王

さ
ん
の
う

境
内

け
い
だ
い

の
外ほ

か

、
生
出
在あ

り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

稲
荷

い

な

り

大
明
神

だ
い
み
ょ
う
じ
ん 

 

 
 

 
 

 

此こ
の

内う
ち 

 
 

 
 

 
 

勧
請

か
ん
じ
ょ
う

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

大
明
神

だ
い
み
ょ
う
じ
ん 

現
代
語
訳
・大
意 

一
、
荒
神 

雑
木
森
が
壱
畝
十
五
歩
で
あ
る
。 

一
、
山
王
社 

境
内 

十
弐
歩
。 

 
 

 

右
四
ヶ
所
は
除
地
注

で
あ
る
。 

一
、 

雑
木
林
壱
町
四
方
は
、
山
王
境
内
ノ
外
で
あ
り
、（
生
出
在
）。
こ
の
内
に
、 

稲
荷
大
明
神
と
鎮
守
大
明
神
を
勧
請
し
て
い
る
。 

（
注
）
右
四
ケ
所
は
除
地…

「
右
四
ケ
所
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
よ
り
右
に
記
し
て
い
る
の
は
、
普 

 
 

 

花
大
明
神
の
境
内
・
七
畝
十
四
歩
、
荒
神
の
雑
木
森
・
壱
畝
十
五
歩
、
山
王
社
境
内
・
十
弐 

 
 

 

歩
の
三
ヶ
所
の
み
。
次
の
雑
木
林
・
壱
町
四
方
と
合
わ
せ
て
四
ヶ
所
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ 

う
か
。
な
お
、「
除
地
」
と
は
年
貢

ね

ん

ぐ

を
免
除
さ
れ
た
土
地
の
こ
と
で
あ
る
。 
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氷
上
文
化
協
会
本
や
東
大
史
料
編
纂
所
本
と
比
べ
て
み
よ
う 

こ
れ
ま
で
丹
波
市
教
委
本
で
見
て
き
た
箇
所
を
、
氷
上
文
化
協
会
本
や
、
東
大
史
料
編

纂
所
本
の
記
述
と
比
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

《
氷
上
文
化
協
会
本
》 

        

氷
上
文
化
協
会
本
は
、
丹
波
市
教
委
本
を
活
字
化
し
た
本
で
す
。
た
し
か
に
、
本
文
の

文
字
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

し
か
し
、
神
社
名
で
あ
る
「
普
花
大
明
神
」
の
「
普
」
の
字
が
欠
け
て
「
花
大
明
神
」

と
な
っ
て
い
た
り
、
最
終
行
の
「
山
王
境
内
の
外
生
」
の
次
の
文
字
「
出
」
が
印
字
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
り
、
と
誤
り
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

《
東
大
史
料
編
纂
所
本
》 

      

 

東
大
史
料
編
纂
所
本
に
も
、
稲
継
村
の
神
社
と
し
て
「
フ
ケ
大
明
神
」
の
記
述
が
あ
り

ま
す
。
丹
波
市
市
教
委
本
と
は
異
な
る
表
現
箇
所
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

ま
ず
、
神
社
名
。
ケ
と
読
む
文
字
に
「
花
」
で
は
な
く
「
罣
」
を
あ
て
て
、「
普
罣
大
明

神
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
ふ
り
が
な
は
「
フ
ケ
」
と
し
て
い
ま
す
。 

稲
継
村
の
下
に
「
田
ノ
中
」
と
あ
り
、
よ
り
詳
し
い
鎮
座
場
所
を
記
し
て
い
ま
す
。「
社

南
向
」
や
、
林
昌
寺
が
「
真
言
宗
」
で
あ
る
、
境
内
に
あ
る
「
権
現
社
」
も
「
産
神
」
と

称
し
て
い
る
、
な
ど
丹
波
市
教
委
本
に
は
無
か
っ
た
情
報
も
入
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
境

内
の
広
さ
を
「
凡

お
よ
そ

弐
拾
間
四
方
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
和
田
本
で
は
独
立
し
た
神
社
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
た
「
山
王
社
」
が
、
フ
ケ
大
明
神
の
境
内
社
で
あ
る
よ
う
な
記
述
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
違
い
ま
す
。 
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『
丹
波
氷
上
郡
志
』や
『兵
庫
県
神
社
誌
上
巻
』な
ど
を
参
照
し
よ
う 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
『
丹
波
志
』
は
、
寛
政
六
年
（
１
７
９
４
）
に
成
立
し
た
わ
け
で
す

か
ら
、
江
戸
時
代
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
、

明
治
時
代
に
神
仏
分
離
が
行
わ
れ
た
り
、
合
祀
令

ご

う

し
れ

い

が
出
た
り
し
た
以
降
に
つ
い
て
の
様
子

は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
昭
和
二
年
（
１
９
０
７
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
丹
波
氷
上

郡
志
』
や
昭
和
十
二
年
（
１
９
３
７
）
に
出
さ
れ
た
『
兵
庫
県
神
社
誌
上
巻
』
な
ど
も
参
照

し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 『
丹
波
氷
上
郡
志
』
第
二
編
地
誌
第
八
章
町
村
誌
生
郷
村
稲
継 

産
土
神
、
村
社
富
気
神
社
（
食
保
神
）
例
祭 

十
月
十
七
日 

 

応
永
三
十
三
年
（
１
４
２
６
）
の
鎮
座
に
し
て
、
古
は
社
僧
あ
り
、
正
覚
山
林
昌
寺
と
称

し
、
真
言
宗
高
山
寺
末
た
り
、
明
治
三
十
八
年
（
１
９
０
５
）
十
一
月
、
日
吉
神
社
（
大
物

主
神
）
を
、
同
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
十
二
月
稲
荷
神
社
を
境
内
に
遷
せ
り
。 

 

『
兵
庫
県
神
社
誌
上
巻
』 

村
社
富
気
神
社
（
氷
上
郡
）
よ
り
抜
粋 

鎮
座
地
：
生
郷
村
稲
継
字
宮
ノ
本 

 

祭
神
：
食
保
之
神 

*

大
物
主
神 

由
緒
：
応
永
三
十
三
年
九
月
の
創
立
に
し
て
、
寛
永
五
年
の
再
建
な
り
、
享
保
二
年
五
月

六
日
再
び
社
殿
を
造
営
し
、
天
保
六
年
之
を
修
補
す
、
明
治
六
年
十
月
村
社
に
列
し
、
同

三
十
八
年
十
一
月
二
十
日
無
格
社
日
吉
神
社
を
合
祀 

〔
異
本
丹
波
志
〕
旧
領
主
ハ
諸
侯
水
野
肥
前
守
及
徳
川
氏
旗
下
佐
野
豊
太
郎
等
、
世
々
本

社
ヲ
崇
敬
セ
リ 

〔
本
殿
建
立
棟
札 

享
保
二
年
〕
奉
建
立
普
華
大
明
神…

 
 

〔
本
殿
再
建
棟
札 

天
保
十
五
年
〕
奉
再
建
普
華
大
明
神
社…

 

〔
本
殿
葺
替
棟
札 

明
治
二
十
七
年
〕
奉
本
殿
屋
根
葺
修
富
気
神
社…

 

境
内
：
二
百
七
十
七
坪 

官
有
地 

営
造
物
：
本
殿
・
檜
皮
葺
流
造
一
坪
三
合
四
勺
、
幣
殿
・
檜
皮
葺
流
造
一
坪
五
合
三
勺
、 

以
下
調
書
ニ
ヨ
ル 

拝
殿
・
檜
皮
葺
入
母
屋
造
三
坪
七
合
三
勺 

境
内
神
社
：
稲
荷
神
社
（
稲
蒼
魂
命
） 

祭
日
：
春
祭 

二
月
二
十
二
日 

夏
祭 

七
月
二
十
二
日 

例
祭 

十
月
十
七
日 

宝
物
及
貴
重
品
：
本
殿
建
立
棟
札
（
享
保
二
年
）
一
枚
、
本
殿
再
建
棟
札
（
天
保
十
五
年
） 

一
枚 

 

氏
子
：
四
十
九
戸 

 

今
回
は
、
あ
く
ま
で
も
『
丹
波
志
』
を
読
む
こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、
必
要
以
上
に
細

か
く
分
析
す
る
こ
と
ま
で
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、『
丹
波
志
』
に
は
載
っ
て
い
な
い
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
各
町
村
の
地
誌
や
、
地
名
辞
典
、
地
元
の
情
報
な
ど
も

参
照
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。 
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現
地
に
行
っ
て
み
よ
う 

記
述
と
照
合
す
る
た
め
に
も
、
神
社
を
訪
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
現
在
の
社
名
は
「
普
気

神
社
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
稲
継
に
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
造
の
一
の
鳥
居
か

ら
水
田
の
中
に
ま
っ
す
ぐ
な
参
道
が
通
り
、
銅
製
の
二
の
鳥
居
が
見
え
て
き
ま
す
。
二
の

鳥
居
の
両
側
に
は
、
石
燈
籠
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
「
山
王
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
稲
継
村
に
山
王
社
の
あ
っ
た
証
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

            

『
丹
波
氷
上
郡
志
』
に
は
「
明
治
三
十
八
年
十
一
月
、
日
吉
神
社
を
、
同
四
十
一
年
十

二
月
稲
荷
神
社
を
境
内
に
遷う

つ

せ
り
。」
と
あ
り
、『
兵
庫
県
神
社
誌
上
巻
』
に
は
「
明
治
三

十
八
年
日
吉
神
社
を
合
祀
」「
境
内
神
社
：
稲
荷
神
社
」
と
あ
り
ま
す
。「
日
吉
神
社
」
と

は
「
山
王
社
」
の
こ
と
で
す
の
で
、
江
戸
時
代
に
は
別
の
神
社
で
あ
っ
た
も
の
が
、
明
治

時
代
に
な
っ
て
か
ら
普
気
神
社
の
境
内
に
遷
座
又
は
合
祀
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

稲
荷
神
社
に
関
し
て
は
、『
丹
波
志
』
で
は
山
王
社
に
勧
請
し
た
と
あ
り
ま
し
た
。
現
在

は
普
気
神
社
本
殿
の
右
側
に
鎮
座
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
殿
の
左
側
に
は
、「
観
音
堂
」
が
あ
り
ま
し
た
。
お
堂
の
中
に
は
観
音
さ
ま
が

祀
ら
れ
、
入
り
口
に
は
鰐わ

に

口ぐ
ち

が
吊
る
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
の
お
堂
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
れ
が
『
丹
波
志
』
の
記
述
に
あ
る
「
林
昌
寺
」
に
関
す
る
施

設
の
名
残
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

       

本殿右側には稲荷神社 

本殿左側には観音堂 


